
※VC曲線とは　
1980年代にアメリカで提案された、機械が正しく動作するための最低限の振動基準を定めた評価方法です。
機械を設置する床面における振動速度の1/3オクターブバンド分析値を用いて評価します。

機械設備の据え付け場所の
振動測定を行うことで、
その影響を評価することが
可能です。

リオンの振動計は、VC曲線*
による評価の値を容易に出力
することができます。

精密機械の設置場所の振動環境、
把握していますか？
精密機械（加工機械や半導体製造装置など）や電子顕微鏡での作業は、
工場内外を通過する車両からの振動や工場内の他の機械設備から
伝わる振動の影響を受け、精密機械が本来の性能を発揮できず、
製品の品質低下や作業効率の悪化を招きます。
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計測システムのご紹介

当社は、認定基準としてISO/IEC 17025を用い、認定スキームをISO/
IEC 17011に従って運営されているJCSSの下で認定されています。
JCSSを運営している認定機関（IAJapan）は、アジア太平洋認定協力
機構（APAC）及び国際試験所認定協力機構（ILAC）の相互承認に署名
しています。当社の品質保証課は、国際MRA対応JCSS認定事業者です。
JCSS0197は品質保証課の認定番号です。

関連製品

3方向同時測定が可能

振動レベル計
VM-55 測定可能範囲

VC-Eまで 1/3オクターブ実時間分析プログラム
VX-55RT

機能拡張プログラム
VX-55EX

参考文献　Generic Vibration Criteria for Vibration-Sensitive Equipment, Colin G. Gordon, SPIE99.　Evolving criteria for research facilities: I－Vibration

 2000 μin/s （50 μm/s）

 1000 μin/s （25 μm/s）
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400倍以下の殆どの光学顕微鏡、マイクロバランス（微量天秤）、光学バランス、
近接および投影露光装置に適切
1000倍以下の光学顕微鏡による検査、
線幅3μmまでのステッパーを含むリソグラフィー装置に適切

リソグラフィー装置と詳細寸法が1μmまでの検査装置に適切

電子顕微鏡（透過型と操作型）および電子ビームシステムを含む
最も要求の厳しい設備に適切
殆どの場合に達成困難な基準。光路が長いレーザを用いた干渉計と
並外れた動的安定性を必要とする他のシステムに適する
研究施設などの超微振動環境の評価として2005年に追加
従来よりも更に厳しい条件
研究施設などの超微振動環境の評価として2005年に追加
現在、最も要求の厳しい条件

VC基準曲線のクラスと内容
基準曲線 振動速度 内容

タブレット型計測器を用いたシステム （概算250万円～）
サーボ加速度計 LS-40C、サーボ加速度計用電源 LF-20、多機能計測システム 4チャンネルオクターブパッケージ SA-A1RTB4
を用いて振動測定し、当社から提供するExcelシートを使用して測定結果をVC曲線上に表示させることが可能です。オプション
として、サーボ加速度計3台を設置可能な取付ベース LS-13Vもご提供が可能です。センサを取り替えることで、機械設備から
発生する振動の測定も可能なシステムとなります。

SA-A1RTB4

LS-40C x 3

LF-20

LS-13V

固有振動基準曲線

2000 μin/s （50 μm/s）

1000 μin/s （25 μm/s）

500 μin/s （12.5 μm/s）

250 μin/s （6.25 μm/s）

125 μin/s （3.12 μm/s）

62.5 μin/s （1.6 μm/s）

31.25 μin/s （0.78 μm/s）
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測定結果をExcelシート※に反映した例（※当社提供）

サーボ加速度計
LS-10C

※オプションとして、サーボ加速度計
LS-10Cも使用可能です。

測定可能範囲
VC-Fまで

測定可能範囲
VC-Gまで

振動数（Hz）

  Z軸はVC-E、X,Y軸はVC-D相当であることが分かります。




